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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 142,913 29.0 4,715 96.0 4,877 96.0 3,259 159.0
22年3月期第3四半期 110,780 4.4 2,405 △12.9 2,488 △19.7 1,258 △19.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 184.09 ―
22年3月期第3四半期 71.07 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 114,171 58,490 50.1 3,230.30
22年3月期 101,807 56,687 54.3 3,122.50

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  57,187百万円 22年3月期  55,280百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00
23年3月期 ― 15.00 ―
23年3月期 

（予想）
15.00 30.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 186,400 24.9 5,800 75.0 6,000 79.1 4,000 126.4 225.94



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 18,110,252株 22年3月期  18,110,252株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  406,699株 22年3月期  406,473株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 17,703,631株 22年3月期3Q 17,703,889株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国をはじめとする新興国市場の需要拡大や

国内の政策効果に支えられ、一部製造業ならびに個人消費において回復傾向がみられたものの、期

後半は政策効果の一巡、また中国をはじめとした主要輸出先の在庫調整や円高の影響などにより輸

出の増勢が落ちるなど鈍化傾向となり、全体として景気回復は一服感をみせました。 

当社の属するエレクトロニクス産業におきましては、スマートフォン、タブレットPCを中心とし

たモバイルコンピューティング製品の普及拡大により、携帯電話市場、コンピュータ市場が好調に

推移しました。また、国内の景気刺激策を背景に自動車や薄型テレビも堅調に推移しました。産業

機器市場は、テレビ、PCモニタ向け液晶パネルの生産調整を受け一部減速傾向がみられましたが、

半導体需要は依然堅調な増加をみせており全体的には堅調に推移しました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は142,913百万円（前年同四半期比29.0％増）、

営業利益は4,715百万円（前年同四半期比96.0％増）、また経常利益は4,877百万円（前年同四半期

比96.0％増）、四半期純利益は3,259百万円（前年同四半期比159.0％増）となりました。 

 

   セグメントの業績を示すと、次の通りであります。 

  (集積回路及び電子デバイスその他事業) 

当事業におきましては、通信インフラ市場は、携帯電話基地局向け通信システムの拡大に伴い同

市場向けPLDやASSPが好調に推移しました。コンピュータ市場は、ノートブックパソコン向け電池パ

ック用アナログICが在庫調整の一巡により堅調に推移、またストレージ向けASSPも好調に推移しま

した。民生機器市場は、政策効果やクリスマス商戦を背景に、液晶テレビ向けPLD、デジタル・スチ

ル・カメラ向けアナログICなどが堅調に推移したものの、台湾の液晶パネルメーカー向けビジネス

の終息が影響し減少しました。産業機器市場は、半導体の需要増により半導体製造装置をはじめと

した幅広い分野向けにPLD、アナログICが好調を持続、車載向けも堅調に推移しました。これらの結

果、同事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は133,767百万円、営業利益は3,915百万円となり

ました。 

 

  (ネットワーク事業) 

当事業におきましては、景気回復の影響を受けた一部企業のIT投資が持ち直しをみせ、インター

ネット関連機器などが堅調に推移したものの、企業のIT投資は依然厳しさが続いており、本格回復

には至りませんでした。これらの結果、同事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は9,163百万円、

営業利益は1,325百万円となりました。 

 

   (注) 上記金額には、消費税等は含まれておりません。 
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(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期末における総資産は、前連結会計年度末に比べ12,363百万円増加して、純資産は

1,802百万円増加し、自己資本比率は50.1％となりました。 

キャッシュ・フローの状況に関しましては、税金等調整前四半期純利益4,787百万円及び仕入債務

の増加等による増加要因があったものの、売上債権及びたな卸資産の増加等の減少要因があり、営

業活動によるキャッシュ・フローは9,427百万円の減少となりました。また、投資活動によるキャッ

シュ・フローは、前連結会計年度末に取得した連結子会社であるGALAXY FAR EAST CORPORATIONの株

式購入費用の支払等を行ったことにより、4,223百万円の減少となり、財務活動によるキャッシュ・

フローは、長期借入れ等を行ったことにより、9,201百万円の増加となりました。 

以上の結果により、当第３四半期末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べ

5,194百万円減少し、また連結子会社の決算期変更に伴う増加額117百万円を加えることにより、

9,967百万円となりました。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

当社の属するエレクトロニクス業界は、各国政府の需要刺激策の効果、中国をはじめとする新興

国需要の拡大などを背景に好調に推移しました。このような環境の中で当社では、通信インフラや

OA・周辺機器、産業機器市場向けに当社取扱製品の受注が拡大しました。また、中国においても通

信インフラ市場が活況を呈すなど好調に推移してきました。 

このような事業環境と当社の収益状況を踏まえた結果、平成23年3月期の通期業績予想を修正して

おります。 
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２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

たな卸資産の評価方法 

たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価

額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

② 四半期連結財務諸表作成に特有の会計処理 

税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示しております。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

  「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平

成20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21

号 平成20年３月31日)を適用しております。 

なお、この変更による損益に与える影響は、軽微であります。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,967 15,141

受取手形及び売掛金 45,559 38,567

有価証券 500 757

商品 38,042 28,338

その他 6,140 5,799

貸倒引当金 △117 △130

流動資産合計 100,091 88,474

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,175 3,288

機械装置及び運搬具（純額） 18 21

土地 3,839 2,746

その他（純額） 896 853

有形固定資産合計 7,930 6,909

無形固定資産   

のれん 1,827 1,998

その他 1,383 1,500

無形固定資産合計 3,210 3,499

投資その他の資産   

投資有価証券 1,165 1,242

その他 1,933 1,906

貸倒引当金 △160 △225

投資その他の資産合計 2,939 2,924

固定資産合計 14,079 13,332

資産合計 114,171 101,807

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 23,975 22,632

短期借入金 12,000 12

未払法人税等 1,006 677

賞与引当金 671 1,141

役員賞与引当金 7 7

その他 7,144 7,900

流動負債合計 44,803 32,372

固定負債   

長期借入金 8,000 10,000

退職給付引当金 2,269 2,088

役員退職慰労引当金 428 415

その他 178 243

固定負債合計 10,876 12,746

負債合計 55,680 45,119
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,194 11,194

資本剰余金 19,476 19,476

利益剰余金 29,201 26,406

自己株式 △1,089 △1,089

株主資本合計 58,783 55,987

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △65 △75

繰延ヘッジ損益 141 △296

為替換算調整勘定 △1,671 △335

評価・換算差額等合計 △1,595 △707

新株予約権 11 －

少数株主持分 1,290 1,407

純資産合計 58,490 56,687

負債純資産合計 114,171 101,807

㈱マクニカ（7631）　平成23年３月期　第３四半期決算短信　

－6－



(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 110,780 142,913

売上原価 94,924 122,633

売上総利益 15,856 20,279

販売費及び一般管理費 13,450 15,563

営業利益 2,405 4,715

営業外収益   

受取利息 30 14

為替差益 247 96

投資事業組合投資利益 － 110

負ののれん償却額 12 －

その他 185 234

営業外収益合計 475 455

営業外費用   

支払利息 170 178

債権譲渡損 － 64

商品補償費用 84 －

その他 137 49

営業外費用合計 393 293

経常利益 2,488 4,877

特別利益   

固定資産売却益 1 3

投資有価証券売却益 4 －

投資有価証券償還益 17 －

貸倒引当金戻入額 － 32

特別利益合計 23 35

特別損失   

貸倒引当金繰入額 － 1

投資有価証券評価損 81 46

出資金評価損 57 －

関係会社出資金評価損 34 70

その他 26 8

特別損失合計 201 126

税金等調整前四半期純利益 2,310 4,787

法人税、住民税及び事業税 1,052 1,445

法人税等合計 1,052 1,445

少数株主損益調整前四半期純利益 － 3,341

少数株主利益 － 82

四半期純利益 1,258 3,259
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,310 4,787

減価償却費 799 848

受取利息及び受取配当金 △39 △19

支払利息 170 178

売上債権の増減額（△は増加） △13,180 △8,051

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,836 △10,236

仕入債務の増減額（△は減少） 6,045 2,091

その他 △158 2,142

小計 △5,889 △8,259

利息及び配当金の受取額 46 29

利息の支払額 △195 △211

法人税等の支払額 △1,289 △985

営業活動によるキャッシュ・フロー △7,328 △9,427

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △109 －

定期預金の払戻による収入 449 83

貸付けによる支出 △225 △419

貸付金の回収による収入 100 110

有形固定資産の取得による支出 △313 △1,423

有形固定資産の売却による収入 3 9

無形固定資産の取得による支出 △113 △406

投資有価証券の取得による支出 △4 △17

投資有価証券の売却による収入 7 174

関係会社株式の取得による支出 － △2,352

その他 △514 18

投資活動によるキャッシュ・フロー △720 △4,223

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △28 2,500

長期借入れによる収入 － 7,500

長期借入金の返済による支出 △25 △12

配当金の支払額 △529 △529

少数株主への配当金の支払額 － △73

その他 △14 △182

財務活動によるキャッシュ・フロー △597 9,201

現金及び現金同等物に係る換算差額 △269 △746

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,915 △5,194

現金及び現金同等物の期首残高 20,022 15,044

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 463 －

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

－ 117

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,570 9,967
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報等 

  【事業の種類別セグメント情報】 

    前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 
集積回路及び電
子デバイス事業

(百万円) 

ネットワーク
関連商品事業

(百万円) 

計 

(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 

(百万円) 

売上高  

(1)外部顧客に対する売上高 102,321 8,459 110,780 － 110,780

(2)セグメント間の内部売上高又
は振替高 

－ － － － －

計 102,321 8,459 110,780 － 110,780

営業利益 1,194 984 2,179 226 2,405

(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分の主な製品 

イ) 集積回路及び電子デバイス事業・・・PLD、ASIC、ASSP、アナログIC、メモリー、その他電子デバイス 

ロ) ネットワーク関連商品事業・・・ネットワーク関連のハードウェア、ソフトウェア、サービス 

 

 

  【所在地別セグメント情報】 

    前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 
日本 

(百万円) 

アジア 

(百万円) 

計 

(百万円) 

消去又は 

全社 

(百万円) 

連結 

(百万円) 

売上高  

(1)外部顧客に対する売上高 80,308 30,472 110,780 － 110,780

(2)セグメント間の内部売上高又
は振替高 

20,241 0 20,241 (20,241) －

計 100,550 30,472 131,022 (20,241) 110,780

営業利益 1,560 883 2,444 (38) 2,405

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

  アジア・・・中国、香港、台湾、シンガポール 

 

 

  【海外売上高】 

    前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 アジア その他 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 32,409 299 32,709

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － 110,780

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の
割合（％） 

29.3 0.2 29.5

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

イ) アジア・・・中国、香港、台湾、マレーシア 

ロ) その他・・・米国 
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【セグメント情報】 

 （追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17

号  平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第20号  平成20年３月21日）を適用しております。 

 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。 

当社グループは、集積回路、電子デバイス、ネットワーク、その他関連事業を営んでおり、取り扱

う商品・サービスによって、当社及び当社の連結子会社を設置し、各々が独立した経営単位として、

国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

従って、当社グループは、商品・サービスを基礎とした事業別のセグメントから構成されており、

「集積回路及び電子デバイスその他事業」及び「ネットワーク事業」の２つを報告セグメントとして

おります。 

「集積回路及び電子デバイスその他事業」は、集積回路、電子デバイス等の販売をしております。

「ネットワーク事業」は、ネットワーク関連のハードウェア、ソフトウェア、サービス等の販売をし

ております。 

 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

  当第３四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日） 
（単位：百万円） 

報告セグメント 
 

集積回路及び電子 
デバイスその他事業

ネットワーク 
事業 

計 
その他 合計 

売上高   

  外部顧客への売上高 133,767 9,146 142,913 － 142,913

  セグメント間の内部 
 売上高又は振替高 

－ 17 17 － 17

計 133,767 9,163 142,931 － 142,931

セグメント利益 3,915 1,325 5,240 － 5,240

 

３．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 
（単位：百万円） 

利    益 金    額 

報告セグメント計 5,240

セグメント間取引消去 92

全社費用(注) △617

四半期連結損益計算書の営業利益 4,715

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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